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研究成果の概要（和文）： 
	 重点領域の関連研究を行っている研究所等の研究課題を研究分野別に抽出し、キーワード分

析により、それぞれの研究分野間の関連を多次元尺度法を用いて視覚化した。また、科学研究

費補助金の細目研究分野との関連を 1999 年度、2004 年度、2009 年度に対して対応分析によ
り視覚化した。さらに、科学研究費補助金における細目分野相互の関係を各細目分野に含まれ

る研究課題名から抽出したキーワードの関連度を用いて多次元尺度法により図示し、その中で

の科学技術基本法の重点分野関連の分野の位置関係を見た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  We have been carrying out quantitative analysis of the trends and extent of 
important territory research fields of the Science and Technology Basic Plan by 
keyword analysis. We show the relationship of research items of Grants-in-Aid for 
Scientific Research among each other by using Multidimensional Scaling method. 
Furthermore, relations among the research items are also analyzed based on research 
subjects and grant themes of those laboratories focusing on researches around these 
important areas. 
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1. 研究開始当初の背景 
 
 政府および総合科学技術会議は科学技術基
本法のもと、1996 年から第 1 期、第 2 期科
学技術基本計画を進めてきた。第 2期科学技
術基本計画（平成 13～17 年度）では重点分
野として「ライフサイエンス分野」、「情報通
信分野」、「環境分野」、「ナノテクノロジー・
材料分野」が特に重点を置かれ、資源配分が
重点的に行われてきた。これらの分野は第 3
期計画（平成 18～22 年度）においても、引
き続き重点分野とされている。文部科学省科
学研究費補助金（科研費）は大学等の研究者
に対しての個人申請・ピアレビュー審査によ
る研究費配分制度である。この制度は古くか
ら基礎研究の下支え、底上げの役目を果たし
てきたと言われている。現在では，科研費以
外にも多くの競争的資金が配分されている
ものの、研究費総額では，科研費が約半額を
占めている。この科研費において、科学技術
基本計画の重点分野に対してどのように研
究費が配分され、どのように変化してきたか
は興味の持たれるところである。 
 
２．研究の目的 
 
	 科学技術基本計画重点分野に対する研究
費重点配分は行われてきたが、その効果や関
連分野の広がりに対する定量的な指標はほ
とんどない。これまでに開発した手法は応用
範囲が非常に広く、科学研究費補助金データ
のみならず、特許データベース、引用索引デ
ータベース等を用いた分析にも適用する予
定である。また、他のビブリオメトリックス
手法を用いた分析と連携して、各方面で興味
ある結果が出てくることを期待しており、次
期政策の策定に資する資料としたいと考え
る。 
 
３．研究の方法 
 
（１）重点領域関連研究課題数および研究費
配分額 
	 ライフサイエンス、ナノテクノロジー、情
報通信分野のキーワードを精度良く抽出す
る手法を確立し、科学研究費補助金に対する、
課題数と研究配分額の算出をおこなう。具体
的には、これまでに、情報科学および、ゲノ
ム関連研究に対して行ってきたキーワード
分析による分野間の関連研究を基礎にして、
さらに精度良く適当なキーワードを抽出す
る手法を確立すると共に、研究成果概要が利
用できる年度に関してはこのデータも使い
て関連研究を抽出する手法を開発する。また、
研究課題のみしか使えない年度に関しては、
成果概要に使える年度から、その精度を見積
もって補正係数を求める。さらに、分野が広

く抽出に艱難が予想される環境分野に対す
る手法を確立していく。また、これらの分野
と他の分野の関連をこれまで行ってきた手
法をベースに分析、可視化を行っていく。 
 
（２）重点領域関連研究と他分野との関係 
 これまでの研究において、（Ａ）「ゲノム関
連キーワード(4領域：comp, med, bio, info)」
および（Ｂ）「ナノテクノロジー関連キーワ
ード (5 領域： bio, chem., device, matel, 
struct)」と科学研究費補助金の分科細目表の
細目分野との関連を調査している。これらの
トピック関連キーワードとの一致を調査す
るため、科研費分科細目表改定後の 2002 年
度以降（2002‐2005 年度）のそれぞれの細
目分野に属する研究課題からキーワードを
抽出し、それぞれの細目分野の「分野特徴キ
ーワード」を作成した。この「分野特徴キー
ワード」と（Ａ）および（Ｂ）の「トピック
関連キーワード」の一致度を見ることにより、
トピックと科研費の分科細目との関係を試
験的に調べている。この研究に置いては、そ
れぞれの関連の位置関係が示されるが、それ
ぞれの相対距離で位置を示しているので関
連の強さが直接示されているわけではない。
これらの、関係をより的確に表現する、統計
的手法の開発も本研究の課題であり、データ
抽出のおよび分析方法の開発と共に取り組
む。 
 
（３）環境分野に対する分析手法の確立 
他の重点領域と比べ、特に複合的色合いの強
い環境関連分野の調査は困難が予想される。
2003 年度から新設された複合領域の環境学
の分析に加え、現在手始めに、国立環境研究
所の研究成果を抽出し、分析作業を始めてい
る。これらの研究成果から大まかな研究分野
分類、キーワード抽出をした後に科学研究費
全体の分析作業を行い、分析手法の確立を行
っていく。その後に（４）で述べている成果
分析や関連分析を行っていく。 
 
（４）重点領域研究に関する成果の調査、分
析 
国立情報学研究所の CJP、および科研費成果
概要データベース等を用いて、研究成果の変
遷についての調査、分析をおこなう。さらに
は、NCRJ（National Citation Report Japan: 
ISI社）特許情報データベースに範囲を広げ、
多角的に研究動向の変遷を調査する予定で
ある。最終的には他分野と比較して科学技術
計画重点領域の効果を定量的に示すことを
目標とする。 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
	 時間的な制限で、ここまでに目的のすべて
の結果が出せたわけではないが、これまで発
表した結果(主な発表論文１)を中心に成果を
述べる。 
 
4.1 キーワード分析による基本計画重点分野
の動向調査 
 
4.1.1 はじめに 
	 ここでは、科学研究費補助金における細目
分野相互の関係を各細目分野に含まれる研
究課題名から抽出したキーワードの関連度
を用いて多次元尺度法により図示し、その中
での科学技術基本法の重点分野関連の分野
の位置関係を見る。さらに、これらの重点領
域を中心に研究している研究所や研究助成
金の研究課題名から、科学研究費補助金の細
目分野との関係の分析をおこなった結果を
述べる。 
 
4.1.2	 データ 
4.1.2.1	 科学研究費補助金データ 
	 国立情報学研究所では、科学研究費補助金
の採択課題の速報を収録した「科学研究費補
助金採択課題データベース（KAKENK）お
よびその成果概要を収録したデータベース
である「科学研究費補助金成果概要データベ
ース（KAKEN）が作成されている。KAKENK
においては1996年度から最新の2010年度ま
での採択課題（現在では遡及入力が進み、一
部の項目を除いては 1965 年からのデータが
収められている）、KAKENにおいては 1985
年度から 2008 年度までの成果概要が収録さ
れている。KAKENK データベースには採択
課題名、研究種目、分科細目（大型研究費、
奨励研究を除く）、新規・継続の別、配分額
等が収録されており、KAKEN については
KAKENK の情報に加え、成果概要、キーワ
ード、発表文献リスト等が収録される。なお、
KAKENデータベースは成果概要の報告書を
収録するため、採択後少なくとも約 1年半後
の課題が収録されていることになる。今回の
分析には 1976‐2009年度の KAKENKデー
タベースを使用したが、今回の報告では連続
的な経年変化の分析が終わっていないので、
2009年度の結果を中心に報告する。 
 
4.2.2.2	 研究所および助成金の研究課題デ
ータ 
	 本分析では，研究所の研究成果データとし
て、重点領域の４分野（環境、情報、ライフ
サイエンス、ナノテクノロジー）をおこなっ
ている産業技術総合研究所(AIST)、環境関連
の研究を行っている国立環境研究所(NIES)、

気象庁気象研究所の環境・応用気象研究部
(MRI)の研究成果リストから研究課題を抽出
した。また、環境研究の助成金として環境研
究総合推進費（旧地球環境研究総合推進費）、
および環境技術開発等推進費の研究課題を
用いた。 
 
4.1.3 分析手法および結果 
4.1.3.1 キーワード分析 
	 キーワード分析の手法としては、前回の分
析（成果２）と同様に、課題名から形態素解
析システム茶筌を用いてできるだけ短い複
合語になるようにキーワード抽出をおこな
った。ただし、科学研究費補助金の細目分野
で広く共通に使われる、「研究」、「開発」、「解
明」、「構築」、「システム」、「機能」、「構造」、
「応用」、「形成」、「解析」、「利用」、「モデル」
の 12キーワードは全細目の 80％以上で使用
されていたので、今回は分析対象から外した。
本来は共通性のみだけではなくその集中度
も考慮すべきであるが、ここでは間に合って
いない。 
	 このようにして抽出したキーワードを細
目分野、あるいは研究所、助成金の研究分野
ごとにグループ化した上で各キーワード群
間の近似度を以下の余弦公式を用いて計算
した。重み W は今回の分析では１として計
算している。 
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4.1.3.2 科学研究費補助金の細目分野間の関
連分析 
	 上の近似度計算式を用い、科学研究費補助
金の細目分野（2009 年度では時限付き細目
分野を除いて 284細目分野）に対して、各細
目分野に含まれる研究課題名から抽出した
キーワード群間の（2009年度では 284×284）
近似度を計算した。この結果を用いて、多次
元尺度法を用いて 2次元の各細目分野の位置
関係を示したのが図 4.1.1 である。図中の各
マーカーに付けられたラベルは細目表の細
目番号を表している。図中の上方には理工系
分野、右方には人文系分野、左下方には生物
系分野がほぼグループ分けして配置されて
いるのがわかる。また、中央寄りに複合分野、
中央から遠くに行くほど専門性が高い分野
が配置されているものと思われる。この中で、
科学技術基本計画の重点領域である４分野
（環境、情報、ライフサイエンス中のゲノム
関連、ナノテクノロジー）の状況を見る。 



	 環境関連では環境学として、環境動態解析
(2001)、環境影響評価・環境政策(2002)、放
射線・化学物質影響科学(2003)、環境技術・
環境材料(2004)の４細目がある。これらの細
目は図中のほぼ中央に位置し、複合的な分野
であることを良く示している。この中では環
境動態解析(2001)が中央にあり、環境影響評
価・環境政策(2002)が社会系分野寄り、放射
線・化学物質影響科学(2003)が生物系寄り、
環境技術・環境材料(2004)が工学分野寄りの
傾向を示していることがわかる。 
	 情報関連分野は情報学として 11 細目（細
目番号 1001から 1011まで）ある。これらの
分野はほぼ図中の中央から右上方向に分布
している。この中では情報学基礎(1001)が数
学関連分野の近く、情報図書館学・人文社会
情報学(1008)が人文系寄り、生体生命情報学
(1011)が生物系分野寄りに位置している。 
	 ゲノム関連分野はゲノム科学として基礎
ゲノム科学(2301)、応用ゲノム科学(2302)、
ゲノム情報科学(2303)の３分野がある。基礎
ゲノム科学(2301)は遺伝・ゲノム動態(5701)
等の基礎生物学(5701-5706)の近くに位置し

ている。応用ゲノム科学(2302)は農学や医学
寄りの中央に、ゲノム情報科学(2303)はゲノ
ム系と情報系の中間に位置している。 
	 ナノテクノロジー関連分野はナノ・マイク
ロ科学としてナノ構造科学(2102)、ナノ材
料・ナノバイオサイエンス(2102)、マイクロ・
ナノデバイス(2103)の３分野がある。これら
の３分野は左上の部分に集中しており、応用
物理、化学系、材料工学系の間に位置してい
る。 
	 このようにこの分析では研究分野の広さ
や特徴を良く表すことができていると思わ
れる。現時点では時系列分析が途上であるが、
この分析から研究分野の動向も分析できる
のではないかと思われる。 
 
4.1.3.3 研究所および助成金の研究課題と科
研費の関連分析 
	 4.1.3.2章の分析と同様に、産業技術総合研
究所(AIST)、国立環境研究所(NIES)、気象庁
気象研究所の環境・応用気象研究部(MRI)の
研究成果リストから研究課題を抽出して、科
学研究費補助金の細目分野との近接度を計

 

図 4.1.1：科学研究費補助金の細目分野のキーワード群より求めた近似度からの多次元
尺度法による研究分野細目の 2次元分布。 



算した。また、環境研究の助成金として環境
研究総合推進費（旧地球環境研究総合推進
費）、および環境技術開発等推進費の研究課
題についても同様の計算をおこなった。 
	 産業技術総合研究所(AIST)については、研
究成果に分野が付与されており、この内の環
境・エネルギーを AIST-Env、情報通信・エ
レクトロニクスを AIST-Info、ナノテクノロ
ジー・材料・製造を AIST-Nano、ライフサ
イエンス分野をAIST-Lifeと分類してキーワ
ード群を作成した。 
	 国立環境研究所(NIST)は前回の分析（成果
２）と同様に研究グループ、研究プロジェク
トごとに 17 の分類：Aerosphere（大気圏）、
AreaEnv（地域環境）、BioEnv（生物環境）、
ChemEnv（化学環境）、EarthEnv（地球環
境）、Env-risk（環境リスク）、HelthEnv（健
康環境）、Infra-Info（技術・情報）、Recycle
（循環型社会）、SocEnv（社会環境）、
WaterClod（水土圏）、の 11 の研究領域と
BasinZone（流域圏環境管理プロジェクト）、
Bio-diversity（生物多様性プロジェクト）、
dyoxin-proj（環境ホルモン・ダイオキシンプ

ロジェクト）、ozone（成層圏オゾン変動プロ
ジェクト）、PM-DEP（PM2.5-DEPプロジェ
クト）、WarmerClimate（地球温暖化プロジ
ェクト）の６つの研究プロジェクトに分類し、
研究成果の課題名よりキーワード群を作成
した。 
	 気象庁気象研究所の環境・応用気象研究部
(MRI)については日本語の研究成果からキー
ワード群を作成し、JMA-Jとした。 
	 環境研究総合推進費（旧地球環境研究総合
推進費）については、研究対象分野としてⅠ．
全球システム変動(EEF-1_WholeEarth)、Ⅱ．
越境汚染（EEF-2_CrossBorderPoll）、Ⅲ．
広 域 的 な 生 態 系 保 全 ・ 再 生
(EEF-3_WideBiogeocen)、Ⅳ．持続可能な社
会・政策研究(EEF-4_Sustainable)、Ｖ．地
球 環 境 研 究 革 新 型 研 究 領 域
(EEF-5_InnovativeRes)があり、実施対象課
題名からそれぞれキーワード群を作成した。 
環境技術開発等推進費（EnvTech-all）につ
いても同様にキーワード群を作成した。 
	 以上の 28 の研究所・助成金の研究分野の
キーワード群と 4.1.3.2 章と同様の 284 の科

 
図 4.1.2：28 の研究所・助成金分野と関連の強い科学研究費補助金の 77 分野との対
応分析。 



研費分科細目のキーワード群について近接
度 28×284の近接度を計算し、関連度が 0.2
以上になった組み合わせを選んだ上、さらに
研究所・助成金分野と関連度が高いそれぞれ
上位 10細目を選んだ。この結果 77の細目分
野が選ばれ、この 28×77のデータについて、
距離に換算した上で、対応分析をおこなった。
その結果を図 4.1.2に示す。 
	 図 4.1.1 と分析手法は違っており、また、
一部だけの表示であるので、科学研究費野細
目分野のみの多次元尺度法による分布と細
かい点での違いはあるが、概ね同様の分布が
得られている。この細目分野と研究所•助成
金の関連度については、特徴的な結果が得ら
れている。 
	 産業技術総合研究所(AIST)の４領域につ
いては、AIST-Nano, AIST-Info, AIST-Env
の領域が左方向に集まり、工学、化学的要素
が強い結果となっている。AIST-Life につい
ては、選ばれた中で唯一のライフサイエンス
関連の研究であったので、左下方向の生物系
方向に位置する結果となった。象研究所の環
境・応用気象研究部(JMA-J)については、右
上に位置し、個体地球惑星物理学(4001)や超
高層物理学(4003)と特に関連が強い。他の国
立環境研究所(NIST)の研究虜域や助成金の
分布は概ね中央付近に集まって分布してい
る。中でも、NAISTの Aerosphere（大気圏）
や ozone（成層圏オゾン変動プロジェクト）
は気象研究所 (JAM-J)の近くに示され、
WarmerClimate（地球温暖化プロジェクト）
は Aerosphere や JMA-J よりも国際関係論
(3502)や国際法学(3403)、気象•海洋物理•陸
水学(4402)に近い位置にあることがわかる。
また、これらの環境関連分野においては、全
般に上方寄りに気象系、右寄りに社会系、下
方寄りに生物系、右寄りに工学系が分布して
いるように思われる。 
 
 
4.2 まとめ 
	 本研究では、キーワード分析の手法を用い
て、科学研究費補助金の細目分野の関連度を
計算し、相互の位置関係を多次元尺度法を用
いて図示した。また、今回は環境研究部分が
主であるが、重点領域の４分野（環境、情報、
ライフサイエンス、ナノテクノロジー）に近
い領域の研究動向として、研究所や助成金の
研究課題と科学研究費補助金の細目分野と
の関系について対応分析を用いて調査した
結果を示した。まだ、暫定結果ではあるが、
キーワード群の相互の類似度と多次元尺度
法や対応分析により、科学研究費補助金の細
目分野の相互関係や、それと研究所や助成金
の研究課題郡との位置関係がよく示される
ことがわかった。 
	 今後は不要な広い意味のキーワードの除

外や、類似度計算の重みの最適化、キーワー
ドの組み合わせによる個別の関連課題の抽
出方法等についても考察していく予定であ
る。また、他の研究所の研究課題や助成金の
研究課題との関連、時系列変化を追った動向
分析も行う予定でいる。 
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